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岡

野

信

子

は
じ
あ
に

 
訪
れ
た
土
地
で
、
い
き
い
き
と
語
ら
れ
る
生
活
語
と
出
会
う
時
、
こ
れ
を
活

写
す
る
方
法
は
と
、
し
き
り
に
思
う
。
こ
の
稿
で
は
、
九
三
年
六
月
二
十
五
日
・

二
十
六
日
に
訪
う
た
平
郡
島
の
生
活
語
を
、
音
声
・
表
現
法
・
語
彙
、
そ
し
て

命
名
と
呼
称
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
報
告
す
る
。
こ
の
調
査
は
山
口
県
史
民
俗

篇
の
一
調
査
と
し
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
先

行
の
報
告
・
研
究
も
多
く
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 
平
郡
島
は
多
島
海
で
あ
る
瀬
戸
内
海
の
西
部
域
の
島
で
、
周
防
大
島
の
南
西

に
位
置
し
て
い
る
。
周
囲
約
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
東
西
に
長
い
こ
の
島

 
 
 
 
 
 
 
は
に
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ば
 
 
つ
る
ぼ

の
東
端
に
は
浦
と
羽
仁
、
西
端
に
は
伊
場
と
鶴
甫
の
集
落
が
、
そ
れ
ぞ
れ
狭
い
」

平
地
に
一
つ
づ
き
に
あ
る
。
こ
の
東
西
の
集
落
は
成
立
の
事
情
が
異
な
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
婚
姻
関
係
も
ま
れ
で
あ
る
。

 
島
の
お
も
な
産
業
は
農
業
で
、
漁
業
を
主
と
す
る
と
い
う
浦
地
区
も
半
農
半

漁
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。
以
前
は
島
の
ほ
ぼ
全
戸
が
牛
を
飼
育
し
て
島
外
に

売
っ
て
い
た
が
、
今
は
牛
の
姿
を
ま
っ
た
く
見
な
い
。

 
こ
の
島
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
柳
井
市
に
合
併
す
る
以
前
は
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
て
か
 
こ

島
郡
平
郡
村
で
あ
っ
た
。
藩
政
期
に
は
萩
藩
の
御
手
胴
子
で
、
本
土
域
の
三
田

尻
に
交
替
勤
務
を
し
て
い
た
と
い
う
。
島
の
全
戸
が
士
分
で
あ
っ
た
。

 
一
九
九
三
年
七
月
現
在
、
島
の
人
口
と
世
帯
数
は
東
が
五
一
七
人
、
二
七
六

世
帯
、
西
が
三
一
二
人
、
一
六
二
世
帯
で
あ
る
。
約
五
十
年
前
の
一
九
四
〇
年

に
は
東
西
合
わ
せ
て
二
八
〇
九
人
置
五
八
九
世
帯
で
あ
っ
た
。
人
口
減
が
こ
と

に
著
し
い
の
は
青
壮
年
者
が
本
土
域
に
職
を
求
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

 
島
に
は
現
在
柳
井
港
か
ら
一
日
二
回
の
定
期
船
が
あ
る
が
、
西
ま
で
は
約
一

時
間
、
東
の
浦
に
は
さ
ら
に
四
十
分
の
航
程
で
あ
る
か
ら
、
本
土
へ
の
通
勤
、

通
学
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
本
土
域
に
出
る
こ
と
は
以
前
か
ら
さ
か
ん
で
、

山
住
、
あ
る
い
は
季
節
奉
公
の
経
験
者
は
多
い
。

 
こ
の
島
の
人
々
は
生
活
語
の
東
西
差
を
語
る
。
現
況
で
は
た
し
か
に
差
違
も

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

虚
心
に
見
て
い
き
た
い
。
以
下
に
と
り
あ
げ
た
生
活
語
の
右
傍
線
は
ア
ク
セ
ン
、

ト
の
高
音
部
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
に
話
者
と
し
て
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

東
の
境
元
明
（
一
九
＝
二
年
六
月
生
）
・
境
ヒ
デ
コ
（
一
九
一
八
年
三
月
生
）
、

中
村
留
代
（
一
九
二
〇
年
四
月
生
）
、
羽
根
キ
ソ
エ
（
一
九
一
八
年
六
月
生
）
、

 
 
 
 
む
ね
か
ず

西
の
浅
海
心
一
（
一
九
一
三
年
九
月
生
）
・
小
形
マ
ツ
コ
（
一
九
〇
九
年
七
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月
生
）
・
田
村
正
光
（
一
九
一
一
年
七
月
生
）
・
中
村
光
久
（
一
九
一
九
年
一

月
差
）
の
諸
氏
で
あ
る
。
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
県
史
編
さ
ん
室
の
金
谷
匡
人

氏
に
も
種
々
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
以
下
の
記
述
の
中
に
あ
げ
る
よ
う

に
、
多
く
の
方
々
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

 
 
 
 
 
音
 
 
声

 
・
ア
ン
ラ
」
ミ
ヅ
ァ
ー
 
ナ
エ
 
ガ
。
（
あ
ら
、
水
は
な
い
よ
。
牛
が
飲

 
 
ん
で
し
ま
っ
た
）
〈
東
〉

 
。
ナ
ン
キ
ャ
エ
モ
ナ
ン
キ
ャ
エ
モ
 
ヌ
ッ
チ
ェ
、
（
何
回
も
何
回
も
塗
っ
て
）

 
 
〈
東
〉

 
こ
の
よ
う
に
東
の
こ
と
ば
に
は
音
声
上
に
さ
ま
ざ
ま
の
特
色
が
見
ら
れ
た
。

以
下
に
そ
れ
ら
の
い
く
ら
か
を
あ
げ
る
。
西
と
こ
と
わ
ら
な
い
も
の
は
す
べ
て

東
の
方
言
で
あ
る
。

 
1
 
 
冒
］
連
母
音
の
相
互
同
化
・
順
行
同
化
・
非
同
化

 
シ
ャ
エ
（
菜
）
・
イ
ッ
パ
ェ
エ
（
一
杯
）
・
サ
ェ
ー
サ
ェ
i
（
再
々
-
た
び

 
た
び
）
・
ナ
エ
（
な
い
）
タ
カ
ヤ
エ
（
高
い
）
・
キ
ャ
エ
タ
（
書
い
た
）
・

 
ケ
ー
タ
（
書
い
た
）

東
の
高
年
者
は
こ
の
よ
う
な
冒
］
連
母
音
の
相
互
同
化
音
を
よ
く
口
に
す
る
。

も
ち
ろ
ん
改
ま
っ
て
は
非
同
化
音
で
言
う
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
西
で
は
名
詞

は
非
同
化
音
で
発
音
さ
れ
る
が
、
男
性
は
形
容
詞
・
動
詞
は
「
ア
サ
i
」
（
浅

い
）
 
・
「
カ
ー
タ
」
（
書
い
た
）
「
オ
モ
イ
ダ
ー
タ
」
（
思
い
出
し
た
）
な
ど
と
、

順
行
同
化
音
で
言
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
［
p
巳
連
母
音
の
発
音
の
こ
の
よ
う
な

東
西
差
は
「
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
上
の
平
郡
島
に
も
見
ら
れ
る
。
平
郡
西
は

こ
の
図
上
で
は
形
容
詞
も
す
べ
て
非
同
化
音
で
あ
る
の
は
、
話
者
が
女
性
で
あ

る
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
㈹

 
と
こ
ろ
で
『
山
口
方
言
 
方
言
資
料
集
H
I
平
油
島
西
浦
方
言
一
』
（
以
下

『
西
浦
方
言
』
と
略
記
）
に
は
、
「
ダ
ェ
ー
ド
コ
ロ
」
（
台
所
）
・
「
ヤ
マ
ェ
ー

モ
」
（
山
芋
）
・
「
イ
タ
ェ
ー
」
（
痛
い
）
・
「
マ
ェ
ー
タ
」
（
参
っ
た
）
の
よ

う
な
相
互
同
化
音
の
語
が
、
「
自
由
会
話
編
」
に
も
「
語
彙
編
」
に
も
続
出
し
て
、

非
同
化
音
の
語
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
「
ヒ
ヤ
ー
」
（
冷
い
）
・
「
ア
サ
i
」

（
浅
い
）
な
ど
、
順
行
同
化
音
の
語
も
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
が
、
著
者
は
こ
れ

を
壮
年
層
の
発
音
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
書
物
は
一
九
八
一
年
の
調

査
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
主
た
る
話
者
は
一
八
九
五
年
生
と
一
八
九

八
年
生
の
女
性
二
人
、
そ
の
一
人
は
著
者
の
祖
母
で
あ
る
。

 
こ
の
書
物
と
今
回
私
の
聞
い
た
も
の
と
の
［
p
巳
連
母
音
状
況
の
差
違
は
次

の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
郡
は
以
前
は
東
西
と
も
に
相
互
同

化
音
を
言
っ
て
い
た
。
が
、
や
が
て
西
で
は
非
同
化
音
、
つ
ま
り
共
通
語
音
で

言
う
傾
向
が
優
勢
に
な
る
。
た
だ
し
男
性
は
く
だ
け
た
会
話
で
は
形
容
詞
・
動

詞
は
順
行
同
化
音
で
言
う
こ
と
も
あ
り
、
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
「
ま
い
」
は

常
に
「
マ
ー
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
周
防
東
部
沿
岸
域
の
発
音
状
況
に
な
ら
っ
た

も
の
、
つ
ま
り
地
方
共
通
語
化
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
『
瀬
戸
内
海
言
語
指
巻
』
の
平
郡
島
西
の
調
査
は
一
九
六
二
年
、

話
者
は
六
十
七
歳
の
女
性
で
あ
る
か
ら
、
『
西
浦
方
言
』
の
話
者
と
同
年
令
、

し
か
も
調
査
は
約
二
十
年
早
い
。
で
あ
り
な
が
ら
こ
ち
ら
が
共
通
語
音
で
あ
る

の
は
、
初
対
面
の
外
来
者
に
答
え
て
い
る
、
す
な
わ
ち
改
ま
り
意
識
で
の
発
音

と
い
っ
た
事
情
、
ま
た
話
者
の
共
通
語
好
み
と
い
っ
た
事
情
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

 
2
 
シ
ェ
・
ジ
ェ
・
ジ
ョ
・
チ
ェ
・
ヂ
ェ
音
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シ
ェ
ー
カ
ツ
ヒ
（
生
活
費
）
・
シ
ェ
ン
バ
イ
（
千
杯
）
・
ユ
ー
シ
ェ
ン
テ
キ

 
（
優
先
的
）
・
ジ
ェ
ン
（
銭
）
・
ジ
ェ
ン
ジ
ェ
ン
（
全
然
）
・
ジ
ョ
ー
リ
（
草

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
履
）
・
チ
ェ
ボ
（
て
ぼ
1
藁
や
ブ
ン
ゴ
ガ
ヤ
で
編
ん
だ
篭
）
・
エ
チ
ェ
（
得

 
手
）
・
ヂ
ェ
ン
（
出
ん
）
・
ツ
ン
ヂ
ェ
（
積
ん
で
）
な
ど
。

な
お
、
「
カ
ラ
チ
」
（
空
手
）
・
「
イ
ッ
チ
」
」
（
行
っ
て
）
な
ど
、
共
通
語
の
「
て
」

相
当
の
「
チ
」
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。

 
3
 
ソ
ゥ
・
ト
ウ
●
ヅ
ウ
・
ド
ウ

 
［
諺
菖
と
［
邑
の
中
間
的
な
き
こ
え
の
音
、
冒
目
］
と
［
含
］
の
中
型

的
な
き
こ
え
の
音
を
右
の
よ
う
に
表
記
し
て
み
た
。

 
ツ
ゥ
ナ
（
綱
）
・
テ
ト
ゥ
（
鉄
）
・
ト
ゥ
ク
（
付
く
）
・
ウ
ト
ウ
（
打
つ
）
・

 
ミ
ド
ゥ
（
水
）
・
カ
ヅ
ゥ
（
数
）
・
イ
ッ
ポ
ン
ヅ
ゥ
リ
（
一
本
釣
り
）
な
ど
。

こ
の
「
ヅ
ゥ
」
、
「
ド
ゥ
」
は
、
「
ず
」
と
「
づ
」
を
区
別
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、

常
に
こ
の
よ
う
な
発
音
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
（
以
下

『
図
巻
』
と
略
記
）
に
も
、
東
の
羽
仁
の
女
性
の
こ
と
ば
が
「
ツ
ゥ
イ
」
（
梅
雨
）
・

「
ツ
ゥ
バ
メ
」
「
ト
ゥ
バ
ク
ロ
」
，
（
つ
ば
め
）
 
・
「
ウ
ヅ
」
（
渦
）
と
表
記
さ
れ

て
い
る
。

 
4
 
「
ン
」
音
の
多
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
コ
ガ
．
イ
ン
 
サ
カ
ナ
（
こ
が
い
な
魚
）
・
キ
レ
ー
ン
ジ
ャ
ケ
（
き
れ
い
な
じ
ゃ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
け
）
・
ク
ラ
エ
ウ
チ
ン
 
オ
キ
テ
（
暗
い
う
ち
に
起
き
て
）
・
ド
コ
ン
カ
（
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ
に
か
）
・
ウ
シ
ン
 
ク
サ
（
牛
の
草
）
・
ヤ
ス
ミ
ン
 
ト
キ
（
休
み
の
時
）
・

 
ア
ン
ブ
ネ
（
網
船
）

こ
れ
ら
は
「
ナ
」
「
二
」
「
ノ
」
「
ミ
」
の
母
音
が
落
ち
た
「
ン
」
音
節
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ウ
ン
ニ
 
ク
ル
（
売
り
に
来
る
）
・
カ
ン
ニ
ー
イ
ク
（
刈
り
に
行
く
）
・
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ア
ガ
ン
サ
エ
タ
（
お
上
が
り
さ
れ
た
）
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こ
の
よ
う
に
「
リ
」
も
「
ン
」
に
な
っ
て
軽
く
発
音
さ
れ
る
。

 
ク
ン
グ
ル
（
く
ぐ
る
）
・
ゴ
ン
ブ
ン
 
ク
ツ
ゥ
（
ゴ
ム
の
靴
）
・
カ
ン
マ
ン

 
（
か
ま
わ
ぬ
）
・
ア
ン
ラ
i
（
あ
ら
1
驚
き
の
声
）

こ
れ
ら
の
第
二
拍
の
「
ン
」
は
渡
り
音
の
聞
こ
え
の
も
の
で
あ
る
。

 
5
 
連
 
 
声

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ヨ
ー
ザ
ン
ノ
 
ヤ
ル
 
ト
コ
（
養
蚕
を
す
る
所
）

助
詞
「
を
」
が
「
ン
」
音
に
終
わ
る
語
に
続
く
時
に
「
ノ
」
と
な
る
の
は
、
い

わ
ゆ
る
連
声
で
あ
る
。
東
で
二
日
間
に
聞
い
た
連
声
の
も
の
は
こ
の
一
例
だ
け

で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
偶
然
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
6
 
第
一
拍
の
長
音
化

 
カ
ー
リ
ー
（
か
る
い
）
・
シ
ー
コ
ナ
（
し
こ
な
一
あ
だ
な
）
・
シ
ー
ヨ
ル
（
し

 
よ
る
）

以
上
は
東
で
聞
い
た
も
の
で
、
西
で
は
今
回
の
調
査
で
は
聞
け
な
か
っ
た
。
た

だ
し
『
西
浦
方
言
』
に
は
、
連
声
以
外
の
す
べ
て
が
見
ら
れ
る
の
で
、
現
在
の

西
の
状
況
は
共
通
語
丁
丁
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
、
た
と
え

ば
「
ヨ
ー
ダ
」
（
呼
び
た
）
・
「
ノ
ー
ダ
」
（
飲
み
た
）
の
類
、
ま
た
「
デ
ン
ダ

 
 
 
 
 
 
 

イ
」
（
ぜ
ん
ざ
い
）
・
「
セ
ー
ド
ー
」
（
製
造
）
の
類
は
、
現
在
、
東
で
も
西
で

も
優
勢
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
土
域
の
山
口
県
下
に
も
優
勢
な
マ
・
バ
行
の

ウ
音
便
、
ザ
・
ゼ
・
ゾ
が
ダ
・
デ
・
ド
に
な
り
が
ち
な
状
況
は
、
平
郡
で
も
東

西
を
問
わ
ず
根
強
い
。

 
一
方
、
「
ナ
リ
マ
シ
タ
」
、
「
オ
リ
マ
セ
ン
」
の
よ
う
な
、
早
上
が
り
、
早
下

が
り
の
文
音
調
、
い
わ
ゆ
る
山
導
ア
ク
セ
ン
ト
は
東
で
も
西
で
も
耳
に
し
た
が
、

さ
ほ
ど
優
勢
で
は
な
か
っ
た
。
土
地
人
ど
う
し
の
日
常
会
話
で
は
「
～
マ
ス
」

「
～
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
体
で
言
う
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
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二
 
表
現
法

 
表
現
法
で
は
ま
ず
敬
語
法
を
見
た
後
に
、
い
く
つ
か
の
注
目
点
を
と
り
上
げ

て
み
る
。

 
1
 
敬
語
法

ω
 
 
「
オ
ン
ジ
ャ
ル
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

 
今
回
の
調
査
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
『
柳
井
市
平
堂
島
史
』
＝
二
四
頁
に

「
お
ん
じ
ゃ
る
か
（
お
ら
れ
ま
す
か
）
」
、
「
お
い
じ
ゃ
あ
る
（
行
か
れ
る
か
）
」

 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
方
言
敬
語
法
の
研
究
』
一
〇
七
頁
に
、
平
郡
島
に
「
オ

ン
ジ
ャ
ル
」
、
「
オ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
、
「
オ
ン
ヂ
ャ
ラ
ン
」
の
言
い
か
た
が
あ
る
よ

う
だ
と
あ
る
。

 
『
西
浦
方
言
』
に
は
本
動
詞
と
し
て
の
用
法
の
も
の
は
見
え
な
い
が
、
「
キ
チ
ョ

ン
ジ
ャ
ル
」
（
来
て
お
ら
れ
る
）
、
「
セ
ー
ヨ
ン
ジ
ャ
ッ
タ
」
（
し
て
お
ら
．
れ
た
）

な
ど
、
．
補
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
の
も
の
が
あ
る
。
今
回
は
東
・
西
と
も
に
自

然
会
話
の
中
で
も
、
ま
た
質
問
法
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
 
「
～
サ
レ
ル
」
・
「
～
ン
サ
ェ
」

 
・
オ
ア
ガ
ン
サ
エ
マ
シ
タ
。
〈
訪
問
辞
。
時
間
は
か
ぎ
ら
な
い
〉
〈
西
〉

 
。
オ
シ
マ
イ
サ
レ
マ
シ
タ
。
〈
夜
の
訪
問
辞
V
〈
西
〉

高
年
者
の
丁
寧
な
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
の
中
に
「
～
さ
れ
ま
す
」
敬
語
が
見
え
て

い
る
。
や
や
く
だ
け
て
は
「
ま
す
」
を
添
え
ず
に
「
オ
ア
ガ
ン
サ
レ
タ
 
ノ
」
、

「
オ
ア
ガ
ン
サ
エ
タ
 
ノ
τ
」
の
よ
う
に
「
サ
レ
タ
」
「
サ
エ
タ
」
と
言
う
。

 
。
モ
チ
ー
ト
 
ハ
リ
コ
ミ
ン
サ
エ
 
ノ
。
（
も
う
少
し
高
値
を
つ
け
な
さ
い

 
 
な
）
〈
西
〉

 
○
コ
ッ
チ
ー
 
キ
テ
 
ハ
ナ
シ
ン
サ
ェ
エ
 
ヤ
。
（
こ
っ
ち
に
来
て
話
し
な

 
 
ざ
い
よ
）
〈
東
v

 
・
オ
チ
ャ
ジ
ャ
ー
、
ノ
ミ
サ
イ
。
（
お
茶
だ
よ
、
飲
み
な
さ
い
）
〈
西
〉

日
常
会
話
の
中
で
は
こ
の
よ
う
に
命
令
形
し
か
聞
け
ず
、
「
～
ン
サ
エ
」
が
多
・

用
さ
れ
て
い
て
、
「
～
サ
イ
」
を
・
聞
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
以
前
は
老
人
は
「
カ

イ
ン
サ
レ
ー
」
の
よ
う
に
「
～
ン
サ
レ
ー
」
も
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

 
こ
れ
ら
の
「
～
な
さ
る
」
、
「
～
な
さ
い
ま
す
」
敬
語
は
東
で
も
西
で
も
対
者

敬
語
で
あ
っ
て
、
他
者
を
こ
の
敬
語
で
遇
す
る
の
は
聞
け
な
か
っ
た
。

（3）

こ
の
よ
う
に
「
～
ヤ
ル
」

な
い
。
こ
れ
は
第
三
者
敬
語
と
し
て
頻
出
し
、
相
手
敬
語
と
し
て
は
聞
け
な
か
っ

た
。
「
～
ヤ
ル
」
「
～
ヤ
ー
ル
」
敬
語
は
山
口
県
の
本
土
域
で
は
広
域
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。

ω
 
「
お
ら
す
ん
で
す
か
」

 
『
柳
井
市
平
郡
島
史
』
．
一
三
四
頁
に
「
お
ら
す
ん
で
す
か
一
ご
免
く
だ
さ
い

（
訪
問
の
挨
拶
）
」
が
あ
る
。
こ
の
「
す
」
は
「
シ
ャ
ル
（
せ
ら
れ
る
）
」
を
軸

と
し
て
生
ま
れ
た
「
ス
」
で
あ
ろ
う
か
。
九
州
で
栄
え
て
い
る
こ
の
「
ス
」
を
、

私
は
山
口
県
下
で
は
こ
れ
ま
で
聞
い
て
い
な
い
。
平
郡
島
で
も
今
は
言
わ
な
い
。

 
「
～
ヤ
ル
」
 
・
「
～
ヤ
ー
ル
」

・
ソ
リ
ャ
ー
 
ワ
カ
ラ
ン
ユ
」
 
ト
コ
ニ
 
ツ
カ
イ
ヤ
ル
。
ヤ
ク
ニ
タ
タ
ン

 
ユ
ー
 
ト
コ
ニ
ャ
 
ツ
カ
イ
ヤ
ラ
ン
 
デ
。
（
「
ヤ
ク
セ
ン
」
と
い
う
こ
と

ば
は
「
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
の
所
に
使
わ
れ
る
。
「
役
に

た
た
な
い
」
と
い
う
所
に
ば
使
わ
れ
な
い
よ
）
〈
西
〉

・
チ
ョ
ー
ナ
ン
オ
 
ミ
ナ
 
ア
ニ
 
イ
ー
ヨ
リ
ヤ
ッ
タ
。
（
長
男
を
み
な
「
兄
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
）
〈
西
〉

。
イ
ロ
イ
ロ
ノ
 
ハ
ナ
シ
オ
 
セ
ヤ
ヨ
ル
 
ノ
ー
。
（
い
ろ
ん
な
話
を
な
さ

る
ね
え
）
〈
西
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
～
ヤ
ー
ル
」
敬
語
を
言
う
の
は
西
で
、
東
は
言
わ

C204）



㈲
 
 
「
～
テ
ジ
ャ
」
・
「
～
チ
ャ
ッ
タ
」

 
。
ダ
レ
モ
 
ユ
ー
テ
・
ク
レ
テ
ジ
ャ
ガ

 
 
け
ど
ね
え
）
〈
西
〉

・
「
～
テ
」

ネ
ー
。
（
誰
も
が
言
っ
て
く
だ
さ
る

 
・
オ
モ
イ
チ
ガ
イ
 
シ
チ
ョ
ッ
テ
ン
ジ
ャ
隠
妻
。
（
思
い
違
い
を
し
て
お
ら

 
 
れ
る
ん
だ
ろ
う
）
〈
東
〉

 
・
イ
マ
 
イ
キ
ョ
ー
ッ
チ
ャ
ッ
タ
。
（
今
、
行
っ
て
お
ら
れ
た
）
〈
西
〉

 
・
オ
ッ
テ
ン
 
ト
キ
ワ
 
カ
ナ
ラ
ズ
…
…
。
（
お
ら
れ
る
時
は
か
な
ら
ず
）

 
 
〈
西
〉

「
～
テ
ジ
ャ
」
の
類
の
敬
語
は
こ
の
よ
う
に
東
で
も
西
で
も
、
主
と
．
し
て
話
題

の
人
物
へ
の
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
使
用
は
県
下
本
土
域
ほ

ど
に
さ
か
ん
で
は
な
い
。

 
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
「
レ
ル
」
「
ラ
レ
ル
」
敬
語
も
「
ナ
ガ
イ
 
コ
ト
 
ヨ
ソ

 
 
 
 
 
 
 
 
し

オ
ラ
レ
タ
 
ジ
ャ
」
（
あ
の
人
は
長
ら
く
他
地
に
居
ら
れ
た
じ
ゃ
な
い
の
）
の

よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
共
通
語
意
識
で
口
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

㈲
 
「
ツ
カ
サ
エ
」
・
「
ツ
カ
ン
セ
i
」

 
。
ワ
ラ
ー
 
ツ
カ
サ
ェ
ー
。
（
わ
ら
を
く
だ
さ
い
）
〈
東
〉

 
。
セ
ケ
ン
ニ
ャ
・
イ
ワ
ザ
ッ
テ
 
ツ
カ
ン
セ
ー
 
ヨ
。
（
島
外
に
は
言
わ
な

 
 
い
で
く
だ
さ
い
よ
）
〈
西
〉

「
ツ
カ
ン
セ
ー
」
は
「
つ
か
さ
い
ま
せ
」
の
縮
約
形
で
あ
る
。
あ
ら
た
ま
っ
た

あ
い
さ
つ
で
は
「
ド
ー
ゾ
 
キ
テ
 
ツ
カ
サ
リ
マ
セ
i
」
の
よ
う
に
、
く
ず
れ

な
い
形
の
「
ツ
カ
サ
リ
マ
セ
ー
」
を
言
う
。
東
・
西
と
も
に
、
謙
譲
の
動
詞
、

補
助
動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。

ω
 
「
ご
ざ
り
ま
す
」
系
の
丁
寧
語

 
。
オ
ウ
チ
ン
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
。
〈
束
〉

山
口
県
柳
井
市
平
郡
島
の
生
活
語
諸
相

丁
寧
語
「
ゴ
ザ
リ
マ
ス
」
を
言
う
こ
の
こ
と
ば
は
、
昔
は
一
般
的
な
訪
問
辞
で

あ
っ
た
。
後
に
は
嫁
も
ら
い
の
訪
問
な
ど
、
特
別
に
改
ま
っ
た
場
合
に
か
ぎ
っ

て
言
っ
て
い
た
が
、
今
は
言
わ
な
い
と
い
う
。

 
・
ド
ー
モ
 
ド
ー
モ
 
ゴ
ク
ロ
ー
サ
ン
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
。
〈
西
〉

こ
れ
は
外
来
者
で
あ
る
私
ど
も
を
見
送
る
あ
い
さ
つ
で
、
「
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
」

が
見
え
る
。

 
・
オ
サ
ム
ー
ゴ
ザ
ン
ス
。
〈
西
〉

「
ゴ
ザ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
「
め
っ
た
に
使
わ
な
い
が
、
あ
る
こ
と
は
あ
る
」

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

 
。
オ
ハ
乱
軍
ゴ
イ
ス
。
〈
西
〉

「
ゴ
イ
ス
」
も
現
在
は
高
年
者
の
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
に
聞
か
れ
る
程
度
の
使
用

で
あ
る
。
『
西
浦
方
言
』
一
八
八
頁
に
は
、
短
縮
形
と
し
て
「
ソ
ー
デ
 
ゴ
ー
」

の
よ
う
な
「
ゴ
ー
」
も
見
え
て
い
る
。

 
尊
敬
・
謙
譲
・
丁
寧
の
動
詞
・
補
助
動
詞
は
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。 

2
 
二
、
三
の
文
末
詞

ω
 
 
「
ノ
ー
マ
イ
」
と
「
ノ
ン
タ
」

 
・
ヨ
ー
 
フ
ル
 
ノ
ー
マ
イ
。
（
雨
が
よ
く
降
る
ね
え
）
〈
西
〉

 
「
ノ
ー
マ
イ
」
は
「
の
う
お
前
」
で
、
相
手
に
共
感
を
求
め
る
心
情
を
託
し

た
文
末
詞
で
あ
る
。
東
で
は
こ
れ
を
言
わ
な
い
。
東
の
人
々
が
西
の
こ
と
ば
だ

と
指
摘
す
る
の
は
、
こ
の
「
ノ
ー
マ
イ
」
と
敬
語
助
動
詞
「
ヤ
ー
ル
」
で
あ
る
。

 
柳
井
市
教
育
委
員
会
文
化
財
室
の
福
本
幸
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
柳
井

市
も
本
土
域
で
は
こ
れ
を
言
わ
な
い
。
一
方
、
大
島
郡
橘
町
西
安
下
庄
の
木
谷

裕
氏
か
ら
は
「
主
と
し
て
漁
業
集
落
で
五
十
歳
代
以
上
の
人
々
の
日
常
会
話
に
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は
聞
か
れ
る
」
と
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
ま
た
県
史
編
さ
ん
室
長
伊
藤
彰
氏
か

ら
「
唐
松
良
生
さ
ん
（
山
口
県
立
柳
井
高
校
教
諭
）
の
お
父
さ
・
ん
の
御
教
示
で

 
 
 
 
 
み
 
 
ま
つ
 
 

は
安
下
庄
の
三
ツ
松
と
い
う
漁
村
で
使
う
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
年
長
者
に
言

う
こ
と
ば
で
、
同
輩
や
若
者
に
は
「
ア
ツ
イ
 
ノ
ー
ワ
レ
」
と
言
う
そ
う
で
す
」

と
う
か
が
っ
て
い
る
。

 
九
州
で
は
よ
く
聞
く
「
の
う
お
前
」
文
末
詞
を
、
私
は
山
口
県
の
本
土
域
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

は
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
 
『
方
言
文
末
詞
〈
文
末
助
詞
〉
の
研
究
（
下
）
』
四

七
五
頁
に
は
「
中
国
地
方
に
も
、
島
根
県
そ
の
他
に
は
、
熟
し
た
「
オ
マ
イ
」

文
末
詞
が
見
い
だ
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
山
口
県
域
で
は
-
「
ノ
ン
タ
」
（
の
う
あ

な
た
）
が
栄
え
た
。
平
郡
の
東
で
も
西
で
も
と
き
に
こ
れ
を
言
う
が
、
人
々
は

こ
れ
は
本
来
の
島
こ
と
ば
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
。

②
 
「
ワ
i
」
と
「
ワ
」

 
。
ミ
タ
 
ヒ
ト
ガ
 
オ
イ
ー
 
ウ
i
。
（
見
た
人
が
多
い
よ
）
〈
東
〉

 
・
ミ
ナ
 
ヒ
ト
ガ
エ
ー
 
ワ
ー
。
（
み
ん
な
好
人
物
だ
よ
）
〈
東
〉

 
。
ワ
シ
ラ
ー
 
ミ
ッ
ニ
ー
チ
ュ
ー
 
ワ
。
（
私
ど
も
は
仁
兄
と
呼
ぶ
よ
）
〈
西
＞

 
c
コ
ヤ
ー
 
ツ
ク
ッ
チ
ョ
ッ
タ
 
チ
ワ
。
（
小
屋
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
こ

 
 
と
だ
よ
）
〈
西
〉

 
東
の
「
ワ
ー
」
と
西
の
「
ワ
」
は
と
も
に
「
わ
れ
（
我
）
」
系
の
文
末
詞
で

あ
る
が
、
そ
の
き
こ
え
は
か
な
り
異
な
る
。
東
に
は
「
ア
レ
ラ
ー
 
タ
コ
ク
リ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
こ

ジ
ャ
ッ
タ
ー
」
（
あ
の
人
た
ち
は
蛸
く
り
だ
っ
た
よ
）
の
よ
う
な
言
い
か
た
も

あ
る
。
「
ワ
ー
」
の
文
末
音
調
は
山
口
県
域
で
は
私
は
あ
ま
り
聞
い
て
い
な
い
。

㈲
 
 
「
ト
オ
モ
イ
」
・
「
ト
ミ
ー
］

 
。
コ
ッ
チ
ー
 
ク
ル
チ
ー
 
エ
ー
 
ガ
ノ
ー
ヤ
。
ミ
ヤ
ジ
マ
グ
チ
ー
 
オ
リ

 
 
テ
モ
 
ノ
ー
。
 
ガ
ン
ギ
オ
 
ア
ガ
ッ
タ
リ
 
サ
ガ
ッ
タ
リ
 
セ
ル
ノ
ガ

 
 
ヤ
レ
ン
 
ト
オ
モ
イ
。
（
こ
ち
ら
へ
来
る
の
は
い
い
ん
だ
け
ど
ね
え
。
電

 
 
車
の
宮
島
口
駅
で
降
り
て
も
ね
え
、
石
段
を
上
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る

 
 
の
が
大
変
な
ん
だ
よ
）
〈
西
＞

 
Q
オ
マ
エ
カ
タ
ン
 
ウ
シ
ャ
ー
 
シ
ン
ダ
 
ン
ノ
。
ウ
チ
ノ
 
ウ
シ
モ

 
 
ト
ー
ト
ー
 
シ
ン
ダ
 
ト
ミ
ー
。
（
お
前
の
家
の
牛
は
死
ん
だ
の
か
い
。

 
 
私
の
家
の
牛
も
と
う
く
死
ん
だ
ん
だ
よ
）
〈
東
〉

 
告
知
の
文
末
詞
「
と
思
え
」
、
「
と
見
い
」
は
東
も
西
も
言
う
。
こ
れ
は
山
口

県
の
本
土
域
で
も
よ
く
聞
く
。

 
3
 
話
題
持
ち
か
け
の
間
再
話
部
「
ミ
ン
サ
イ
」

 
・
ナ
ガ
ミ
ニ
 
ミ
ン
サ
イ
、
ハ
チ
ゴ
ロ
ー
 
イ
ワ
ノ
シ
ン
 
ハ
チ
ゴ
ロ
ー

 
 
イ
ワ
ノ
シ
ン
 
…
（
長
見
家
で
は
ほ
ら
ね
、
八
五
郎
、
岩
之
進
、
八
五
郎
、

 
 
岩
之
進
と
、
名
前
を
継
い
で
い
く
）
〈
東
〉

 
。
ム
カ
シ
ャ
ー
 
ミ
ン
サ
イ
 
ゲ
タ
ヤ
 
ヤ
リ
オ
リ
ャ
ー
タ
。
（
昔
は
そ
ら
、

 
 
下
駄
屋
を
し
て
お
ら
れ
た
）
〈
西
〉

 
本
題
に
入
ろ
う
と
し
て
注
意
を
喚
起
す
る
「
ミ
ン
サ
イ
」
は
、
こ
れ
も
東
・

西
で
と
も
に
言
う
。

 
4
 
「
～
ユ
ー
 
モ
ン
ジ
ャ
 
ナ
イ
」

 
・
フ
エ
ル
チ
ュ
ー
 
モ
ン
ジ
ャ
 
ナ
イ
ン
ジ
ャ
ケ
。
（
盆
に
は
、
島
は
人
口

 
 
が
ふ
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
ん
だ
か
ら
。
皆
帰
っ
て
く
る
か
ら
大
変
な
人

 
 
数
に
な
る
）
〈
西
〉
・

 
・
カ
ツ
エ
チ
ョ
ル
ン
ジ
ャ
ケ
。
シ
ョ
ク
リ
ョ
ー
ガ
 
ノ
ー
テ
。
イ
ヤ
 
ク
ー

 
 
ユ
ー
モ
ン
ジ
ャ
 
ナ
イ
。
（
当
時
は
皆
飢
え
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
食
糧
が

 
 
な
く
て
。
だ
か
ら
島
に
訪
ね
て
来
た
戦
友
の
食
べ
ぶ
り
は
す
さ
ま
じ
か
つ

 
 
た
）
〈
西
〉
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程
度
の
甚
し
い
こ
と
を
「
～
ユ
ー
 
モ
ン
ジ
ャ
 
ナ
イ
」
と
表
現
す
る
の
は

西
で
聞
い
た
。

 
5
 
二
、
三
の
助
詞
・
助
動
詞

ω
 
 
「
～
ト
サ
イ
ガ
」

 
。
オ
イ
 
ベ
ニ
 
ベ
ニ
 
コ
イ
 
コ
イ
チ
ュ
ー
ト
サ
イ
ガ
 
エ
サ
ー
 
モ
ラ

 
 
イ
ニ
 
ク
ル
。
、
（
お
い
、
ベ
ニ
ベ
ニ
 
（
牛
の
名
）
来
い
来
い
と
言
う
と
、

 
 
餌
を
も
ら
い
に
来
る
）
〈
東
〉

 
・
カ
ラ
ス
ガ
 
ナ
ク
ト
サ
イ
ガ
 
モ
ー
 
カ
ラ
ス
オ
 
ア
イ
ズ
ニ
 
オ
キ

 
 
ル
。
（
鳥
が
鳴
く
と
、
も
う
烏
の
鳴
き
声
を
合
図
に
起
き
る
）
〈
東
〉

 
「
～
ト
サ
イ
ガ
」
を
東
で
は
よ
く
聞
い
た
が
西
で
は
聞
け
な
か
っ
た
。
た
だ

し
福
本
幸
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
西
も
一
部
で
は
言
う
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

 
山
口
県
域
で
は
珍
し
い
こ
の
「
ト
サ
イ
ガ
」
は
、
一
九
三
一
年
の
『
山
口
県

柳
井
町
方
言
集
』
に
見
え
て
い
る
。
福
本
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
今
は
柳
井
・

日
長
・
余
田
で
は
言
う
が
、
伊
陸
・
新
庄
・
阿
月
・
伊
保
庄
で
は
言
わ
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

②
 
格
助
詞
「
二
」
の
用
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
し

 
σ
ウ
チ
ラ
ー
 
ア
ノ
ー
 
ア
ニ
キ
ニ
 
キ
チ
ノ
ジ
ョ
ー
デ
シ
ョ
i
。
（
私
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
家
で
は
あ
の
う
、
兄
貴
の
名
が
吉
之
丞
で
し
ょ
う
、
ね
）
〈
東
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・
ミ
ン
ナ
ガ
 
ジ
ゲ
ニ
 
ハ
ナ
ス
ノ
ガ
 
ノ
ー
。
（
皆
が
こ
の
集
落
で
話
す

 
 
の
が
ね
え
）
〈
東
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・
ナ
ガ
ミ
ニ
 
ミ
ン
ザ
イ
…
…
（
長
見
の
家
で
は
、
ほ
ら
ね
、
…
…
）
〈
東
〉

 
。
ア
ン
タ
ン
デ
ス
 
カ
。
（
お
ら
れ
ま
す
か
1
買
物
の
店
先
で
の
お
と
な
い
）

 
 
〈
西
〉

山
口
県
柳
井
市
平
三
島
の
生
活
語
諸
相

 
「
ア
ン
タ
ン
」
の
「
ン
」
は
「
に
」
が
母
音
を
落
と
し
た
形
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
見
て
い
る
と
、
「
二
」
は
本
来
、
指
示
の
働
き
の
助
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
「
二
」
の
こ
の
よ
う
な
働
き
は
、
平
郡
島
に
か
ぎ
ら
ず
山
口
県
域
の
諸

地
で
聞
か
れ
る
。

㈹
 
 
「
～
を
ミ
タ
ヨ
ー
ナ
」
・
「
～
を
ミ
タ
イ
ナ
」

 
・
ナ
ツ
イ
ワ
シ
ジ
キ
ノ
ア
イ
ダ
 
ク
ー
ロ
 
ナ
ッ
テ
ネ
ー
。
カ
ベ
オ
ミ
タ

 
 
ヨ
ー
デ
。
（
夏
の
い
わ
し
漁
の
間
、
海
が
黒
く
な
っ
て
ね
え
。
ま
る
で
壁

 
 
の
よ
う
で
）
〈
東
〉

 
・
タ
テ
ア
ミ
オ
ミ
タ
イ
ナ
 
カ
ッ
コ
国
財
 
ナ
ル
。
（
建
て
網
の
よ
う
な
か
っ

 
 
こ
う
に
な
る
）
〈
東
〉

 
・
サ
カ
リ
バ
ナ
デ
 
ヒ
ク
 
ト
キ
ャ
 
ジ
ビ
キ
ア
ミ
オ
ミ
タ
四
二
ニ
 
イ
ヨ

 
 
イ
ヨ
…
…
。
（
盛
り
鼻
で
い
わ
し
網
を
ひ
く
時
は
ま
る
で
地
引
き
認
み
た

 
 
い
に
、
ま
っ
た
く
…
…
）
〈
東
〉

 
「
～
を
ミ
二
日
ー
ナ
」
の
よ
う
に
「
を
」
を
言
う
の
は
古
態
で
あ
る
。
西
で

は
「
ウ
チ
ノ
 
ジ
ー
サ
ン
ミ
タ
ヨ
ー
二
」
（
わ
が
家
の
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に
）

で
あ
っ
て
「
を
」
を
言
わ
な
い
。
東
で
も
「
を
」
を
言
わ
な
い
表
現
も
あ
っ
た
。

「
～
を
ミ
タ
ヨ
ー
ナ
」
は
、
山
口
県
下
の
諸
地
で
聞
く
。

 
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
表
現
法
で
と
り
あ
げ
る
べ
き
こ
と
は
多
い
が
後
日
を
期

し
た
い
。

 
 
 
三
 
語
 
 
彙

 
1
受
容
の
東
西
差
、
2
東
古
・
西
新
の
傾
向
、
3
東
西
が
共
有
す
る
方
言
語

彙
、
4
造
語
造
文
 
の
順
に
語
彙
を
見
て
い
く
。
1
か
ら
3
ま
で
の
諸
語
は
、

「
部
屋
の
名
称
」
以
外
は
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
に
見
え
て
い
る
。
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1
 
受
容
の
東
西
差

qD

秤
ｮ
の
名
称

 
平
郡
島
の
家
の
間
取
り
、
ま
た
そ
の
部
屋
の
名
称
は
、
東
の
も
の
に
つ
い
て

は
伊
藤
彰
、
亀
山
慶
一
．
、
不
破
勝
俊
男
、
三
蔵
の
論
文
に
あ
る
。
一
方
、
西
の

も
の
は
『
西
浦
方
言
』
に
見
え
て
い
る
。
一
九
九
三
年
に
私
は
東
の
羽
仁
と
西

の
伊
場
で
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。

 
 
東
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西

 
東
と
西
の
こ
の
よ
う
な
名
称
の
差
異
は
、
伝
播
し
た
名
称
の
受
容
の
し
か
た

の
差
違
と
思
え
る
。
た
と
え
ば
東
で
は
、
茶
の
間
を
「
ナ
イ
シ
ョ
（
内
所
・
内

 
 
 
 
 
 
㈲

証
）
」
と
言
う
。
『
愛
媛
の
方
言
』
に
は
、
県
全
域
の
高
地
で
台
所
・
勝
手
を
「
ナ

イ
シ
ョ
」
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
西
で
は
茶
の
間
を
「
ヨ
コ
ザ
」
・

（
横
座
）
と
言
う
。
大
島
、
祝
聖
で
も
「
ヨ
コ
ザ
」
で
あ
る
。
玖
珂
郡
に
も
「
ヨ

コ
ザ
」
と
言
う
所
が
あ
り
、
愛
媛
県
の
津
島
で
も
「
ヨ
コ
ザ
」
で
あ
る
。

 
西
で
は
客
間
の
名
は
「
カ
モ
ー
テ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
カ
ミ
テ
」
の
音

変
化
し
た
語
で
あ
ろ
う
。
客
間
を
「
カ
ミ
テ
」
と
言
う
所
は
広
島
県
、
島
根
県

に
あ
る
ゆ
ま
た
「
オ
モ
テ
」
は
東
で
は
客
間
、
西
で
は
入
口
に
続
く
部
屋
の
名

オ
シ
イ
レ

牙ク ナイショ ヒドコマ

戸
戸
・

『オモテ 『シタノマ

二万
@（土間）

オ
シ
イ
レ

芽ク ヨコダ

卍
 
日

カモーテ オモテ 二万

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
諸
地
に
あ
る
。

②
 
 
「
ナ
ン
バ
」
と
「
マ
ン
マ
ン
」

 
と
う
も
ろ
こ
し
を
東
で
は
「
ナ
ン
バ
」
、
西
で
は
「
マ
ン
マ
ン
」
と
言
う
。

「
ナ
ン
バ
」
は
内
海
東
部
域
に
優
勢
な
語
で
、
中
部
域
に
も
点
々
と
見
え
て
お

り
、
平
郡
東
の
「
ナ
ン
バ
」
は
分
布
の
西
限
で
あ
る
。
西
の
「
マ
ン
マ
ン
」
は

「
ナ
ン
バ
」
が
ら
生
ま
れ
た
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
島
西
部
と
長
島
に
も
あ

る
。
ち
な
み
に
安
芸
西
部
域
と
周
防
東
部
域
に
は
「
マ
ン
マ
ン
キ
ビ
」
が
優
勢

で
あ
る
。

㈹
 
「
キ
ン
ビ
リ
ク
サ
ェ
ー
」
と
「
キ
ナ
ク
サ
イ
」
・
「
キ
ン
ヤ
ク
サ
イ
」

 
布
・
綿
な
ど
の
焼
け
る
に
お
い
を
「
キ
ン
ビ
リ
ク
サ
ェ
ー
」
と
言
う
の
は
、

『
図
巻
』
上
で
は
平
郡
東
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
キ
ノ
ボ
リ
ク
サ
イ
」
の
音

変
化
語
で
あ
ろ
う
。
「
キ
ノ
ボ
リ
ク
サ
イ
」
は
淡
路
島
西
南
域
か
ら
周
防
大
島

ま
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
四
国
が
わ
に
優
勢
な
語
で
あ
る
。

 
一
方
、
西
の
「
キ
ン
ヤ
ク
サ
イ
」
は
、
こ
れ
も
『
寸
寸
』
上
に
は
こ
・
一
地

だ
け
に
見
え
る
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
キ
ナ
ク
サ
イ
」
の
音
変
化
語
で
あ
る
。

「
キ
ナ
ク
サ
イ
」
は
九
州
の
内
海
沿
岸
域
に
優
勢
で
、
そ
の
他
の
内
海
域
に
は

ま
れ
で
あ
る
。

ω
 
 
「
ホ
ボ
ロ
ー
 
ウ
ル
」
と
「
サ
ラ
ー
 
カ
ベ
ル
」

 
嫁
が
勝
手
に
実
家
に
帰
る
の
を
、
「
ホ
ボ
ロ
三
層
ウ
ル
」
と
は
東
も
西
も
言

う
が
、
西
で
は
「
サ
ラ
ー
 
カ
ベ
ル
」
と
も
言
う
。
「
ホ
ボ
ロ
ー
 
ウ
ル
」
は
「
ホ

ボ
ロ
ー
 
フ
ル
」
と
と
も
に
、
主
と
し
て
中
国
域
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

「
ホ
ボ
ロ
」
は
藁
製
の
か
ご
で
あ
る
が
、
平
郡
で
の
そ
れ
の
名
は
「
テ
ボ
」
で

あ
る
か
ら
、
「
ホ
ボ
ロ
ー
 
ウ
ル
」
は
伝
播
し
て
き
た
こ
と
ば
と
わ
か
る
。
一
方
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

「
サ
ラ
ー
 
カ
ベ
ル
」
は
『
長
門
方
言
集
』
に
見
え
て
お
り
、
『
図
巻
』
上
に
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は
九
州
の
沿
岸
、
姫
島
、
平
郡
西
、
愛
媛
県
の
大
三
島
、
岩
城
島
、
岡
山
県
の

真
鍋
島
に
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
「
稲
架
」
を
東
で
は
「
カ
ン
ダ
ツ
」
・
「
ナ
ダ
ラ
」
、

西
で
は
「
ハ
デ
」
と
言
い
、
潮
が
満
ち
て
流
れ
の
止
ま
っ
た
状
態
を
東
で
は
「
タ

山
子
」
、
西
で
は
「
ト
ロ
ミ
」
と
言
う
な
ど
、
受
容
の
東
西
差
を
見
せ
る
語
は

多
い
。

 
2
 
東
古
西
新
の
傾
向
！
西
の
共
通
語
化

ω
 
「
ナ
ェ
ー
」
と
「
ジ
シ
ン
」

 
東
で
は
昔
言
っ
て
い
た
こ
と
ば
と
断
っ
て
、
地
震
を
「
ナ
ェ
ー
」
と
答
え
て

お
り
、
西
は
共
通
語
の
「
ジ
シ
ン
」
で
あ
る
。
古
語
「
ナ
イ
」
系
の
語
は
『
図

巻
』
上
で
は
お
も
に
九
州
の
沿
岸
、
姫
島
に
あ
る
。
山
口
県
下
で
は
島
々
に
い

く
ら
か
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は
「
昔
の
こ
と
ば
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

②
 
「
イ
ワ
ウ
」

 
「
イ
ノ
コ
 
イ
オ
ー
チ
ツ
カ
サ
ー
イ
チ
ュ
ー
チ
 
ア
ル
ク
ン
デ
ス
 
ヨ
。

ロ
ー
ソ
ク
ダ
イ
 
ス
ル
ノ
ー
 
イ
オ
ー
テ
ク
レ
テ
 
ァ
ル
ク
ン
デ
ス
」
（
亥
の

子
を
祝
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
歩
く
の
で
す
よ
。
「
ろ
う
そ
く
代
に
す
る

お
金
を
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
家
々
を
ま
わ
る
の
で
す
）
と
、
東
の
高
年
者
は

子
供
の
こ
ろ
の
亥
の
子
の
晩
の
思
い
出
を
語
っ
た
。
祝
儀
の
金
銭
を
与
え
る
こ

と
を
「
祝
う
」
と
い
う
の
は
浄
瑠
璃
な
ど
に
見
え
て
い
る
。

㈲
 
「
オ
バ
」
と
「
シ
ン
ル
イ
」

 
「
親
戚
」
を
東
の
羽
仁
で
は
「
オ
バ
」
、
東
の
浦
と
西
と
は
「
シ
ン
ル
イ
」

と
答
え
て
い
る
。
「
親
戚
」
の
意
味
の
「
オ
バ
」
は
古
文
献
に
は
見
え
て
い
な

い
が
、
『
図
巻
』
上
に
は
周
防
大
島
の
一
地
、
野
島
、
大
津
島
、
広
島
県
の
下

蒲
刈
島
に
あ
る
。
『
香
川
県
方
言
辞
典
』
に
よ
れ
ば
佐
柳
島
に
も
あ
る
。
古
い

山
口
県
柳
井
市
平
郡
島
の
生
活
語
諸
相

こ
と
ば
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
ほ
か
東
で
は
「
渦
」
を
「
ゴ
ー
」
、
「
つ
く
し
」
を
「
ト
ー
ナ
ェ
ー
」
、

「
お
て
ん
ば
娘
」
を
「
ケ
ー
マ
ン
バ
ッ
サ
ェ
ー
」
・
「
ヒ
チ
バ
ッ
サ
ェ
ー
」
、

 
か「

嗅
ぐ
」
を
「
ニ
オ
ウ
」
・
「
カ
ゾ
ム
」
と
答
え
て
い
る
が
、
西
は
す
べ
て
共

通
語
形
で
答
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
平
ら
な
」
に
相
当
す
る
語
と
し
て
は
東

が
「
ヒ
ラ
タ
イ
」
と
共
通
語
を
答
え
て
い
る
の
に
対
し
、
西
で
は
「
ノ
ベ
ナ
」

と
方
言
が
答
え
ら
れ
て
い
て
、
単
純
に
「
東
古
西
新
」
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
・

 
3
 
東
西
が
共
有
す
る
方
言
語
彙

 
グ
ロ
（
い
な
む
ら
）
・
ト
ー
プ
ラ
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
・
サ
ェ
ー
タ
ナ
〈
東
〉
と

サ
イ
タ
ナ
〈
西
〉
（
い
た
ど
り
）
・
ド
ー
マ
ル
（
袖
な
し
）
・
カ
リ
ー
〈
東
〉

と
カ
ル
イ
〈
西
〉
（
背
負
い
こ
）
・
ワ
ガ
デ
ニ
（
自
然
に
）

こ
れ
ら
は
『
図
巻
』
上
に
見
た
、
東
西
が
共
有
す
る
方
言
語
彙
で
、
大
島
そ
の

他
、
周
辺
の
島
々
に
も
見
え
て
い
る
。

 
4
 
造
語
・
玉
文

 
あ
る
語
の
語
形
、
あ
る
い
は
語
意
が
、
こ
の
島
で
造
ら
れ
た
も
の
、
考
え
ら

れ
た
も
の
か
、
他
か
ら
受
容
し
た
も
の
か
は
単
純
に
は
言
え
な
い
。
文
の
ば
あ

い
も
同
様
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
は
大
胆
に
こ
の
島
で
の
造
語
・
造
文
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
と

思
え
る
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

ω
 
 
「
ク
ニ
二
時
」
〈
東
〉

 
東
で
は
、
本
土
を
「
ク
宇
目
タ
」
（
国
方
）
と
言
っ
て
い
た
。

 
『
図
巻
』
上
で
は
平
郡
東
と
香
川
県
の
豊
島
に
「
ク
ニ
カ
タ
」
が
見
え
て
い

る
。
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に
は
、
東
京
都
大
島
で
本
州
を
指
し
て
「
ク
一
こ
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と
言
う
と
あ
る
。
「
ク
ニ
」
・
「
ク
弊
誌
タ
」
は
本
土
と
の
つ
な
が
り
の
自
覚

を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
三
年
の
今
、
平
墨
東
で
は
こ
の
こ
と
ば

は
忘
れ
ら
れ
て
い
て
、
東
西
と
も
に
本
土
を
「
ジ
ガ
タ
」
（
地
方
）
と
呼
ん
で

い
る
。

②
 
 
「
ヨ
ー
ラ
ク
」
（
理
路
）
〈
西
〉

 
西
で
は
稲
の
花
を
「
ヨ
ー
ラ
ク
」
と
言
う
。
あ
の
小
さ
な
花
の
花
房
が
朝
露

に
ぬ
れ
て
光
る
の
を
、
天
蓋
か
ら
垂
れ
る
玉
の
飾
り
に
見
立
て
た
の
は
、
い
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
も
つ
ら
く

に
も
美
し
く
、
敬
慶
で
あ
る
。
つ
ら
ら
を
理
狢
と
言
う
の
は
大
分
県
で
あ
る
が
、

稲
の
花
を
「
ヨ
ー
ラ
ク
」
と
言
う
所
は
、
手
元
の
方
言
集
・
方
言
辞
典
に
は
見

え
な
い
。

㈹
 
 
「
ア
サ
ナ
」
（
白
魚
）
〈
東
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
1
㌦
 
 
 
l
 
 
 
 
l
 
 
 
 
l

 
「
イ
ワ
シ
ョ
ー
 
ヒ
ー
テ
ク
ル
デ
シ
ョ
ー
、
ア
サ
ナ
オ
。
ソ
シ
タ
ラ
 
ソ
レ

別
引
列
テ
…
…
」
（
鰯
網
を
ひ
い
て
来
る
で
し
ょ
う
、
朝
の
魚
を
。
そ
し
た

ら
そ
れ
を
釜
で
ゆ
で
て
…
…
）
，
〈
東
V

 
七
十
五
歳
の
女
性
は
こ
う
語
っ
た
。
こ
の
「
ア
サ
ナ
」
（
朝
魚
）
が
こ
の
女

性
の
造
語
で
あ
る
か
、
東
で
一
般
に
言
う
語
で
あ
る
か
は
確
か
め
て
い
な
い
。

「
ナ
」
が
魚
を
言
う
古
語
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
朝
魚
」

と
い
う
古
語
が
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上

代
編
』
の
「
あ
さ
な
［
朝
菜
］
」
の
項
に
、
〈
副
詞
ア
サ
ナ
ユ
フ
ナ
ニ
を
「
朝
鳶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

夕
菜
ホ
」
（
万
二
七
九
八
）
と
表
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
ナ
は
植
物
性
の
菜

に
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
〉
と
あ
る
。

ω
 
コ
ー
ジ
ン
サ
マ
（
荒
神
様
）
〈
東
〉

 
東
で
は
一
家
の
主
婦
、
ま
た
牛
を
「
コ
ー
ジ
ン
サ
マ
」
（
荒
神
様
）
と
言
う
。

そ
の
心
意
に
つ
い
て
は
「
イ
エ
ノ
 
シ
ェ
ー
カ
ツ
オ
 
タ
ス
ケ
ル
ノ
ガ
 
コ
ー

ジ
ン
サ
マ
ジ
ャ
ケ
。
ウ
シ
ノ
コ
 
ウ
ッ
チ
ャ
ー
 
シ
ェ
ー
カ
ツ
ヒ
ニ
 
シ
ヨ
ッ

阿
戸
ラ
。
声
曲
サ
ン
モ
 
ノ
ー
、
ヤ
ッ
パ
 
ソ
コ
ー
 
マ
モ
ル
ケ
ー
」
（
家
の

生
活
を
助
け
る
の
が
荒
神
様
だ
か
ら
。
牛
の
子
を
売
っ
て
は
生
活
費
に
し
て
た

か
ら
。
嫁
さ
ん
も
ね
え
、
や
は
り
そ
の
家
を
守
る
か
ら
）
と
語
っ
た
。

 
主
婦
と
牛
と
は
荒
神
様
の
よ
う
に
家
を
支
え
、
守
る
と
い
う
信
頼
感
、
期
待

感
が
こ
の
比
喩
を
生
ん
だ
。
も
っ
と
も
女
性
に
対
し
て
は
「
ビ
ン
ダ
レ
 
ヒ
マ

シ
オ
 
ユ
ー
ナ
」
（
女
は
小
理
屈
を
言
う
な
）
と
も
言
っ
て
身
勝
手
な
も
の
と
、

高
年
女
性
は
笑
っ
て
い
た
。

 
こ
の
よ
う
に
「
主
婦
」
を
「
荒
神
様
」
と
言
う
所
は
『
愛
媛
の
方
言
』
に
も

旧
地
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
は
、
茨
城
県
多
賀

郡
高
岡
村
（
高
萩
市
）
で
自
分
の
妻
を
「
コ
ウ
ジ
ン
サ
ン
」
と
言
う
と
記
し
て

い
る
b

㈲
 
 
「
イ
ハ
イ
ジ
」
（
位
牌
地
）

 
東
で
は
先
祖
供
養
の
た
め
の
田
畑
を
「
イ
ハ
イ
ジ
」
と
言
う
。
位
牌
を
守
る

人
、
つ
ま
り
先
祖
を
祀
る
者
が
受
け
つ
ぐ
土
地
（
財
産
）
で
あ
る
。
生
活
習
俗

が
そ
の
ま
ま
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
。

㊧
 
ヒ
ロ
シ
マ
エ
 
サ
ザ
エ
 
ヒ
ロ
イ
ニ
 
イ
ッ
タ
〈
東
〉
・
ト
ー
フ
ニ
 
ナ
ッ

タ
〈
西
〉

 
こ
れ
ら
は
「
死
去
し
た
」
こ
と
を
言
う
、
い
わ
ば
忌
み
詞
で
あ
る
。
な
ぜ
広

島
か
に
つ
い
て
東
の
高
年
女
性
は
「
ヒ
ロ
イ
 
ク
ニ
ニ
 
イ
ッ
タ
チ
ュ
ー
ン

 
 
 
 
 
 
 
 

ジ
ャ
ロ
ー
 
ジ
ャ
ー
」
（
広
い
国
に
行
っ
た
と
言
う
ん
だ
ろ
う
よ
）
と
解
釈
し

い
る
。
「
サ
ザ
エ
」
は
貴
重
品
だ
と
も
言
っ
た
。

 
死
去
し
た
こ
と
を
語
る
の
に
「
広
島
へ
…
…
」
と
言
う
所
は
山
口
県
域
に
は

多
い
。
そ
れ
は
単
に
「
広
島
へ
行
っ
た
」
で
あ
っ
た
り
、
「
煙
草
を
買
い
に
」
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「
綿
を
買
い
に
」
「
茶
を
売
り
に
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
「
サ
ザ
エ
 
ヒ

ロ
イ
ニ
」
は
平
郡
東
で
初
め
て
聞
い
た
表
現
で
あ
る
。
受
容
し
た
表
現
を
自
分

た
ち
の
生
活
に
ひ
き
つ
け
て
新
し
く
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
一
方
ミ
西
で
は
、
「
ト
ー
フ
ニ
 
ナ
ッ
タ
」
が
死
去
し
た
こ
と
を
言
う
忌
み

詞
で
あ
る
。
「
ド
コ
ソ
コ
ノ
ガ
 
ト
ー
フ
 
ト
イ
ヤ
」
（
ど
こ
そ
こ
の
人
が
死
ん

だ
そ
う
だ
よ
）
の
よ
う
に
も
言
う
。
山
口
県
下
、
本
土
域
で
は
「
ト
ー
フ
」
を

「
葬
式
」
の
忌
み
詞
と
し
て
言
う
所
が
多
い
。
平
郡
西
の
「
ト
ー
フ
」
は
受
容

し
た
こ
と
ば
の
意
味
を
い
く
ら
か
ず
ら
せ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
島
の
人
々
の
こ
だ
わ
り
の
な
い
言
語
生
活
を
し
の
ば

せ
る
島
こ
と
ば
は
さ
ま
ざ
ま
に
多
い
。

 
 
 
四
命
名
ど
呼
称

 
1
 
命
 
名

 
平
郡
東
に
は
、
生
ま
れ
た
子
供
の
名
前
に
先
祖
の
名
を
も
ら
う
と
い
う
命
名

習
俗
が
あ
る
。
境
元
明
氏
は
境
家
の
命
名
を
「
境
家
家
系
略
図
」
の
よ
う
に
教

示
さ
れ
た
。
図
上
、
女
性
は
除
い
て
い
る
。
ま
た
③
④
⑩
の
命
名
に
つ
い
て
の

教
示
は
こ
の
略
図
中
に
書
け
な
か
っ
た
。
命
名
は
次
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

①
長
男
 
父
方
の
祖
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

②
長
男
 
父
方
の
祖
父
の
名
を
そ
の
ま
ま
も
ら
う
。

③
六
男
父
方
の
大
叔
母
「
モ
ト
」
の
名
を
も
ら
う
。

④
六
男
の
妻
 
実
家
の
叔
母
の
名
を
も
ら
う
。

⑤
七
男
 
父
方
の
叔
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

⑥
長
男
 
父
方
の
祖
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

山
口
県
柳
井
市
平
郡
島
の
生
活
語
諸
相

平
郡
東
、

羽
仁
の

境
家
家
系
略
図

栄
蔵

T
吉
委
子
）

．
リ
エ

ア
サ

倉   フ＿栄① 系

蔵   シ   吉 略
（                               （

?         長
j          男

図
）                                    ）

量      l   l   l   l   l 1

②吉
之
丞
（
長
男
）

フ
サ
コ

徳
治
（
次
男
）

⑦
次
男

⑧
三
男

⑨
長
男

村
雄
（
三
男
）

康
則
（
四
男
）

知
＝＝＠
兀

④倉⑤

 アG雄   コ 明   春
一

ぞ 空宍   宝
毘

三男     男．一  V               V

1 1

父
方
の
叔
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

父
方
の
叔
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

父
方
の
祖
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

⑥栄
八
郎
（
長
男
）

⑦徳
弘
（
次
男
）

⑧康
 
喜
（
三
男
）岬

彊
デ

松
江

⑪倉
雄
（
三
男
）
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⑩
次
男

⑪
三
男

⑫
長
男

⑬
長
男

⑭
次
男

母
方
の
祖
父
「
幸
助
」
の
一
字
を
も
ら
う
。

父
方
の
叔
父
（
戦
死
）
の
名
を
も
ら
う
。

父
方
の
祖
父
の
一
字
を
も
ら
う
。

父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

伯
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
。

す
な
わ
ち
、

a
 
長
男
は
父
方
の
祖
父
の
名
を
一
字
も
ら
う
。
あ
る
い
は
そ
の
ま
ま
も
ら
う
。

最
近
は
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
っ
た
の
も
あ
る
。

b
 
次
男
以
下
は
伯
叔
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
こ
と
が
多
い
が
、
⑩
の
よ
う

に
母
方
の
祖
父
の
名
の
一
字
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
③
の
よ
う
に
大
叔

母
の
名
を
も
ら
っ
た
の
も
あ
る
。

c
 
女
性
は
伯
叔
母
の
名
を
も
ら
う
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

高
年
女
性
た
ち
が
「
オ
バ
サ
ン
ガ
 
キ
ョ
ー
ナ
ジ
ャ
ッ
タ
ラ
 
ネ
、
ソ
ノ
 
ナ

オ
 
ポ
ッ
ト
 
モ
ラ
ウ
。
ヨ
ー
 
ニ
ル
 
モ
ン
ナ
ン
デ
ス
 
ヨ
」
（
伯
叔
母
さ

ん
が
器
用
だ
っ
た
ら
ね
、
そ
の
名
を
ぽ
っ
と
も
ら
う
。
そ
う
す
る
と
そ
の
伯
叔

母
さ
ん
に
よ
く
似
る
も
の
な
ん
で
す
よ
）
と
語
っ
た
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
先
祖

名
を
も
ら
う
の
は
、
“
そ
の
人
に
あ
や
か
る
”
心
意
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

一
方
に
「
名
を
残
す
」
の
心
意
も
あ
る
よ
う
で
、
「
ソ
コ
ノ
 
ナ
ガ
 
シ
タ
ラ
ン
」

（
そ
こ
の
名
が
す
た
れ
な
い
）
と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。

 
㈹

 
上
野
和
男
氏
は
日
本
に
お
け
る
祖
名
継
承
法
を
、
東
北
日
本
は
父
系
型
の
連

続
世
代
継
承
法
、
西
南
日
本
は
双
系
型
の
隔
世
代
継
承
法
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。

平
郡
東
の
こ
の
よ
う
な
祖
名
継
承
は
た
し
か
に
西
南
日
本
型
で
あ
る
。

 
2
 
呼
 
称

 
東
で
は
公
的
な
場
で
は
姓
を
呼
ぶ
が
、
日
常
は
名
前
で
呼
び
合
っ
て
い
る
。

そ
の
呼
び
方
は
「
ト
メ
ヨ
サ
ー
」
（
留
代
さ
ん
）
の
よ
う
に
接
尾
辞
「
サ
ー
」

を
添
え
る
。
あ
る
い
は
「
ト
メ
ネ
ー
」
の
よ
う
に
親
族
称
を
添
え
て
言
う
こ
と

も
あ
る
が
、
「
ト
メ
 
ヨ
イ
」
の
よ
う
に
呼
び
捨
て
の
こ
と
も
多
い
。
留
代
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
な

ん
を
「
ト
メ
」
、
キ
ソ
エ
さ
ん
を
「
キ
ー
」
の
よ
う
に
言
う
こ
と
を
「
片
名
を

呼
ぶ
」
と
言
い
、
片
名
を
呼
ぶ
こ
と
が
さ
か
ん
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
明
治
生

ま
れ
の
女
性
は
、
た
と
え
ば
「
マ
ン
」
は
「
オ
マ
ン
サ
ー
」
、
「
リ
エ
」
は
「
オ

リ
サ
ー
」
の
よ
う
に
「
オ
」
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

 
西
で
は
「
ア
ニ
サ
ン
」
「
ネ
ー
サ
ン
」
、
「
オ
イ
サ
ン
」
「
オ
バ
サ
ン
」
を
姓
に

添
え
て
、
「
オ
ガ
タ
ノ
ネ
ー
サ
ン
」
の
よ
う
に
言
う
。
隣
人
を
親
族
呼
称
で
呼

ぶ
の
で
あ
る
。
同
一
人
物
を
「
ネ
ー
サ
ン
」
と
も
「
オ
バ
サ
ン
」
と
も
言
う
の

は
呼
び
手
の
年
齢
に
よ
る
。
こ
れ
ら
は
い
く
ら
か
改
ま
り
意
識
の
呼
び
か
け
で

あ
る
が
、
「
マ
ツ
コ
ネ
ー
」
（
松
子
姉
）
、
「
ミ
ツ
ニ
ー
」
（
光
輝
）
と
、
親
族
称

を
接
尾
辞
と
し
て
添
え
た
呼
称
は
同
年
輩
の
者
の
く
だ
け
た
呼
び
か
け
で
あ

る
。
姓
を
呼
ぶ
「
ア
サ
ノ
ウ
ミ
サ
i
」
（
浅
海
さ
ん
）
は
あ
ら
た
ま
り
意
識
の

呼
称
で
あ
る
が
、
「
ア
サ
ノ
ウ
ミ
サ
ン
」
は
い
ち
だ
ん
と
改
ま
っ
た
呼
び
方
で

あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
シ
ハ
ル
 
 
 
ア
 
 
 
 

 
西
に
は
ま
た
「
サ
エ
ジ
ロ
ー
ヨ
シ
」
（
薫
次
郎
の
息
子
の
好
治
）
、
「
チ
ョ
ー

ベ
ー
キ
ヨ
」
（
長
兵
衛
の
息
子
の
清
重
）
の
よ
う
に
父
の
名
を
冠
し
た
呼
び
名

も
あ
る
。
同
名
が
多
い
か
ら
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
「
サ
ン
ト
ク
ミ
ツ
（
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
ツ
ノ
リ

徳
光
）
と
呼
ば
れ
る
中
村
光
久
氏
は
以
前
に
原
田
三
徳
氏
の
住
ん
で
い
た
家

に
入
っ
た
の
で
こ
う
呼
ば
れ
る
と
語
ら
れ
た
。

 
多
様
な
呼
称
は
隣
人
認
識
、
ま
た
そ
の
遇
し
方
の
多
様
で
あ
る
こ
と
を
見
せ

て
い
る
。
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お
わ
り
に

注

 
東
と
西
の
方
言
差
に
注
目
し
な
が
ら
、
ま
た
一
方
に
ど
の
よ
う
な
記
述
が
平

三
島
の
生
活
語
を
活
写
し
得
る
か
と
考
え
な
が
ら
記
述
を
進
め
て
き
た
。
ま
ず

東
西
の
方
言
差
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
、
よ
り
早
く
地
方
共
通
語
に
つ
く
か
、

古
く
か
ら
の
も
の
を
比
較
的
よ
く
残
し
て
い
る
か
の
差
異
で
あ
る
と
言
え
そ
う

で
あ
る
。
ま
た
一
つ
に
は
、
瀬
戸
内
海
域
を
運
ば
れ
る
こ
と
ば
の
受
容
の
し
か

た
が
東
と
西
で
は
と
り
ど
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
東
と
西
の
方
言
差
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
上
の
平
頭
韻
の
、
東
と
西
の

こ
と
ば
の
そ
れ
ぞ
れ
が
瀬
戸
内
海
全
域
に
は
ど
の
よ
う
な
分
布
状
況
で
あ
る
か

を
見
る
時
、
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
今
回
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

周
防
大
島
の
方
言
、
ま
た
愛
媛
県
西
北
部
方
言
と
の
か
か
わ
り
に
も
注
目
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
大
島
に
「
シ
コ
イ
ッ
パ
イ
」
（
し
こ

た
ま
）
と
い
う
副
詞
が
あ
っ
て
、
平
郡
東
に
「
シ
コ
 
ツ
ケ
タ
」
（
い
わ
し
が
ど
っ

さ
り
と
れ
た
）
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
「
チ
ン
チ
ョ
i
」
は
伊
予
市
な
ど
と
平

郡
東
で
は
物
が
少
し
違
う
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
た
。

 
生
活
語
を
語
る
の
に
平
郡
島
の
ば
あ
い
は
、
私
は
人
の
名
の
命
名
、
地
域
社

会
内
の
呼
称
を
も
と
り
あ
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
則
し
て
ど
の
よ
う
に
生

活
語
を
と
り
あ
げ
て
い
く
か
、
私
自
身
の
課
題
で
あ
る
。

山
口
県
柳
井
市
平
郡
島
の
生
活
語
諸
相

（1）（2）（4） （3）（5）（6）（7）（8）（10） （9）

藤
原
与
一
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
上
・
下
巻
（
一
九
七
四
年
、
東
大
出

版
会
）

三
浦
章
『
山
口
方
言
 
方
言
資
料
集
H
l
平
一
稼
西
浦
方
言
一
』
（
一
九

八
一
年
、
山
口
大
学
教
育
学
部
国
語
研
究
室
）

境
吉
之
丞
『
柳
井
市
平
郡
島
史
』
（
昭
和
四
十
五
年
、
柳
井
市
立
図
書
館
）

藤
原
与
一
『
方
言
敬
語
法
の
研
究
』
一
昭
和
日
本
語
方
言
の
総
合
的
研
究

第
一
巻
1
（
昭
和
五
十
三
年
、
春
陽
堂
）

藤
原
与
一
『
方
言
文
末
詞
〈
文
末
助
詞
〉
の
研
究
（
下
）
』
（
昭
和
六
十
一

年
、
春
陽
堂
）

森
田
道
雄
『
山
口
県
柳
井
町
方
言
動
』
（
方
言
資
料
第
四
輯
、
昭
和
六
年
、

一
言
社
）

伊
藤
彰
『
防
長
 
海
辺
の
民
俗
』
（
量
器
五
十
六
年
、
東
洋
図
書
出
版
）

亀
山
慶
一
「
平
長
島
の
民
俗
（
上
）
」
（
『
日
本
民
俗
学
会
報
』
第
五
〇
号
、

昭
和
四
十
二
年
、
日
本
民
俗
学
会
）

不
破
勝
敏
夫
「
平
郡
島
の
壮
年
隠
居
制
」
（
『
山
口
経
済
学
雑
誌
』
第
2
3
巻

第
3
・
4
号
、
昭
和
4
9
年
、
山
口
大
学
経
済
学
会
）

武
智
正
人
『
愛
媛
の
方
言
-
語
法
と
語
彙
-
⊥
（
研
究
報
告
A
シ
リ
ー
ズ

第
4
号
、
昭
和
3
2
年
、
愛
媛
大
学
地
域
社
会
総
合
研
究
所
）

重
本
多
喜
津
『
長
門
方
言
集
』
（
昭
和
5
1
年
、
国
書
刊
行
会
復
刻
）

上
野
和
男
「
日
本
の
旧
名
継
承
法
と
家
族
i
祖
先
祭
祀
と
家
族
類
型
に
つ

い
て
の
一
試
論
1
」
（
明
治
大
学
『
政
経
論
叢
』
第
五
十
巻
、
第
五
・
六
号
、

昭
和
五
十
七
年
）
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